
6広報せたな

矯

脅

胸

興

恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭恭

狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂狂

教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教
教

橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋
橋

                      指定校変更・区域外就学をご存知ですか骸

姿指定校変更とは？
　せたな町教育委員会は、住民基本台帳の住所により就学すべき学校を指定していますが、保護者の申立

により、理由が下記の基準に該当し、就学校の変更が認められる場合、指定した学校を変更することがで

きる制度です。

　せたな町の「教育委員会指定校変更基準」についてお知らせします。

【許可基準】

虚身体虚弱・病弱・身体障害等の理由で、教育上の配慮を要する場合。

許指定校通学区域内に学童保育所がないため、学童保育所所在地を通学区域とする学校を希望する場合。

距保護者の就労等により、放課後に希望校通学区域内の祖父母等の家に子どもを預ける場合。

鋸在学中の兄弟姉妹が就学している学校を希望する場合。

漁保育園、幼稚園の交遊関係から同じ学校を希望する場合。

禦家庭の事情により、住民基本台帳の住所と生活の本拠地が異なる場合で、生活の本拠地の学校を希望す

　る場合。

魚在学中の児童生徒が転居等に伴い学校区が変わる場合で、そのまま在学していた学校を希望する場合。

亨いじめ、不登校等の状態にある児童生徒が、環境の改善を目指し、指定校以外に就学を希望する場合。

享学校の規模や教育課程等の特性から、保護者が通学区域外の学校を希望する場合。

京指定校に希望する部活動がない生徒が、希望する部活動がある学校に就学を希望する場合。

供生徒指導上の問題等により、指定校へ通学することが困難である場合。

侠その他教育委員会が特に必要と認めた場合。

姿区域外就学とは？
　住所の存する市町村の設置する小学校・中学校以外の小学校・中学校に就学させようとする場合に、そ

の保護者は就学させようとする学校を設置する市町村の承諾を証する書面を添え、住所の存する市町村

の教育委員会に届け出しなければなりません。

　この際、就学希望先の市町村と住所の存する市町村において協議し、認められた場合、希望校に就学で

きる制度です。

　申請方法、その他制度の内容等について詳しくは教育委員会企画総務課まで相談して下さい。　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問い合わせ先／せたな町教育委員会

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　企画総務課　学校教育係

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　TEL　0137−84−5111

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　FAX  0137−84−6694

学校教育係より

介護用雑布等の募集
　せたな町立国保病院では、介護の際、汚物などを処理するための使い捨てとなる雑布（タオル・下着
シャツなど古いものでかまいません。ジーパンは不可。）を引き続き必要としています。ご家庭で必要
とされていない雑布がありましたら、ご寄付をお願いします。ご連絡いただければ取りに伺います。

 ■問い合わせ先
　せたな町立国保病院 
　殺013７-８４-５３２１
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込
ん
で
一
週
間
で
描
い
た

作
品
で
す
。

　

こ
の
牛
を
選
ん
だ
の
は

「
一
番
落
ち
着
い
て
い
る
か

ら
。
動
物
は
難
し
い
で

す
。」
と
彩
由
里
ち
ゃ
ん
。

　

普
段
か
ら
子
牛
を
な
で

た
り
、
牛
と
触
れ
合
っ
て

可
愛
が
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。

　　

絵
を
描
く
の
が
好
き
な

彩
由
里
ち
ゃ
ん
は
、
そ
の

一
方
で
と
て
も
活
発
な
女

の
子
。

　

お
兄
ち
ゃ
ん
の
佑
磨
君

（
玉
川
小
学
校
６
年
）
が

キ
ャ
プ
テ
ン
を
務
め
る
少

年
野
球
チ
ー
ム「
北
檜
山
ラ

ウ
ド
ネ
ス
」に
所
属
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
も
春
か
ら
、
少
年

野
球
の
大
会
が
続
い
て
、

休
日
も
野
球
で
汗
を
流
し

て
い
る
彩
由
里
ち
ゃ
ん
で

す
。

　
　

農
を
題
材
に
し
た
絵

　
　

な
ど
を
展
示
す
る「
第

　

回
ら
く
の
う
こ
ど
も

３６ギ
ャ
ラ
リ
ー
」（
全
国
酪
農

青
年
女
性
会
議
な
ど
主
催
）

で
、
北
檜
山
区
西
丹
羽
の

田
中
彩
由
里
ち
ゃ
ん
の
水

彩
画
「
こ
っ
ち
を
向
く
牛
」

が
、
全
国
か
ら
５
９
８
点

も
の
応
募
の
中
み
ご
と
最

高
賞
の
特
選
に
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

も
と
も
と
絵
を
描
く
の

が
好
き
だ
っ
た
彩
由
里

ち
ゃ
ん
。
お
母
さ
ん
の
勧

め
も
あ
っ
て
応
募
し
ま
し

た
。
牛
舎
に
い
す
を
持
ち

「らくのうこどもギャラリー」 
                               全国一鎧

                        田中 彩由里 ちゃん
さ ゆ り

                   （玉川小学校３年生）

                           : 審査員講評 :

　「ごつごつした牛の顔の特徴を上手く捉えてい

ます。こちらをじっと見つめる目の力強さや神経

質そうな、耳の動きなど、いきいきとした生命力

が感じられます。背景を鮮やかなグリーンで統一

したことが顔の印象を強めています。」（作品は表紙）

酪

　

道
の
「
地
域
づ
く
り
推
進
会
議　

檜
山
」
が
8
月

in

３
日
、
瀬
棚
区
の
瀬
棚
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
で
開
か

れ
、
高
橋
は
る
み
知
事
が
来
町
し
、
檜
山
管
内
７
町

長
と
高
橋
知
事
が
「
檜
山
地
域
の
特
色
を
生
か
し
た

地
域
産
業
の
活
性
化
」
を
テ
ー
マ
に
し
た
意
見
交
換

を
行
な
い
ま
し
た
。

　

高
橋
町
長
は
、
農
業
の
担
い
手
不
足
や
高
齢
化
の

進
行
に
つ
い
て
説
明
し
た
あ
と
、
集
落
営
農
法
人
な

ど
受
け
皿
づ
く
り
を
進
め
る
た
め
の
人
的
支
援
な
ど

を
知
事
に
要
望
し
ま
し
た
。

　

知
事
は
「
職
員
を
派
遣
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
町
村
の

課
題
に
対
応
す
る
よ
う
、
順
次
や
っ
て
い
こ
う
と

思
っ
て
い
る
」
と
答
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。　

高
橋
知
事
と
意
見
交

高
橋
知
事
と
意
見
交
換換


